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＜週間予定＞

· 5/10～12　人事考課会議

· 5/9　症例検討会議、行動制限最小委員会

　

＜連絡事項＞

· 5/31　部署懇談会の予備日となっている。

· 5/12　うみねこ幸房業務手伝いに月舘スタッフが就く。

· 各委員会が開催されるので、各自日程を確認のこと。

· 田中スタッフの欠勤に伴い、5/11、15、16～6/15に勤務変更あり。勤務表で確認のこと。

· 教育委員会より「伝達講習アンケート」の依頼あり。昨年度の研修参加報告を参考に、今年度伝達講習で実施して欲しい内容をアンケートに記入し、6/1までに教育委員に提出のこと。

· 第２駐車場に止めていたスタッフの車にペンキが付着しているのが見つかっており、修繕を検討している。同様の車があれば報告のこと。

· タイムカード未打刻の支払い期日は5/12まで。

＜外来情報＞

・我満　奈津紀様～就床前薬変更により、日中の眠気が減ってきたとのこと。不安感などもないと
　　　　　　　　　話されている。

・晴山　美智子様～服薬調整行っているが、吐気があるとのことで元の処方に戻している。

・高橋　百壽様　～「外に出る気がしない」「朝起きてからがつらい」とのことで就床前薬減量と
　　　　　　　　　なっている。

・河村　哲久様　～連休中は作業所で緑化祭りに参加し、苗木を売ったとのこと。頭痛が時々ある
　　　　　　　　　ため、頓服10回分処方となっている。

＜利用者様情報・検討＞

○晴山　美智子様（39）　統合失調症　デイケア利用

　来所後、表情よく他メンバーとも交流を持たれている。連休中の過ごし方、疲労やストレスの有無について本人と話をして様子確認していく。

○井畑　光湖様　（26）　うつ病　デイケア利用

5/4　ご家族（母様、姉様）が相談のため青明舎来所されている。5/6にご家族が外来受診し、デイケア利用日について主治医に相談をすると話されていたとのことだが、当日受診されていない。再度外来、青明舎より報告を受けることとする。

○巴　　勇樹様　（27）　統合失調症　デイケア利用

【現状】

本人様よりうみねこ幸房利用希望聞かれており、デイケアにてチラシの裁断作業を通じた作業遂行能力の評価を行っている。

【今後の取り組み】

評価の枠組み～作業評価表を作成し、本人・スタッフでその日の作業評価を行っていく。評価項目は
『作業遂行能力チェック表』を参考に、「指示の理解度」「集中・持続」「工程・作業の理解」「正確さ・丁寧さ」「作業進度」の5項目とする。本人・スタッフが一緒に作業を評価し具体的に確認していく。

評価基準～『作業遂行能力チェック表』では４段階評価となっているが、スタッフによって評価基準
がばらつくことが考えられるため、本人の特徴・長期的目標を踏まえた評価基準を設定する。

作業時間の変更～プログラム時間との区別をつけるために、外的刺激因子の少ない時間帯（8:30～
9:30）に実施する。バスでの来所時など時間が遅れる場合は、別途時間を設ける。

＜ミニ勉強会＞

「対象を理解すること」

①イントロダクション

対象者に接し理解するベースとして、スタッフそれぞれの専門知識がそれであることも多いが、専門職である以前に“人間”として対象者に接し、理解している部分もあるだろう。ディスカッション、事例検討を通じて「理解することとはどういうことか」「理解していくためには何が必要か」について認識を深めていく。また、通所リハビリテーションの利用者様は入院経験を経て通所に至っているが、現在の状態を知る過程として疾病への理解も必要である。随時、疾患に関する講義も行っていく。

